
薩摩川内市⻑ ⽥ 中 良 ⼆
令和６年８⽉６⽇
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⑴ 人口の推移（本市）
合併時と現在の人口を比較すると、旧市町村別において、

全地域で人口減少している。

全市人口該当年月
１０５，１３６人平成１６年１０月 １ 日現在
１０１，５５９人平成２１年１０月 １ 日現在
９８，３４４人平成２６年１０月 １ 日現在
９４，６４９人令和 元 年１０月 １ 日現在
９０，９１８人令和 ６ 年 ７ 月 １ 日現在

△１４，２１８人
△１３．５％

（人数は住⺠基本台帳による）

【
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⑵ 人口の推移（入来地域）
入来地域における住⺠基本台帳の人口は、平成16年と

令和6年を比較すると、人口は36.3％の減少 となっている。
（市全域︓△13.5％）
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⑶ 出生者数の推移
本市の出生者数について、全体的に減少傾向である。

入来地域における出生者数
平成１９年 : ３７人 （市全体の約３．８％）
令和 ５ 年 : １２人 （市全体の約 1．８％）
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⑷ 教育環境
合併時の小・中学校数

６３校 （４７小学校、１６中学校）

現在（R6.4）の小・中学校数
３４校 （２３小学校、１０中学校、１義務教育学校）

・ H30. 3.31 朝陽小学校 閉校
・ H30. 3.31 大馬越小学校 閉校

【
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小学校・義務教育学校（前期）
各年度５⽉１⽇現在
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合併後
減少率

合併後
減少数R5H30H25H20H16地域別

-19.8%△ 1,2535,0605,5315,6226,0336,313総数

-10.9%△ 5144,1824,3624,3104,5324,696川内

-38.1%△ 153249301345380402樋脇

-40.1%△ 133199224222250332入来

-44.2%△ 146184302318381330東郷

-47.3%△ 113126161198219239祁答院

-45.3%△ 344151645475里

-66.1%△ 412128414362上甑

-71.2%△ 994073111154139下甑

-52.6%△ 201829132038鹿島

児童・生徒数
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中学校・義務教育学校（後期）
各年度５⽉１⽇現在
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合併後
減少率

合併後
減少数R5H30H25H20H16地域別

-26.9%△ 9322,5382,5912,7412,9843,470総数

-21.3%△ 5391,9932,0182,0792,2082,532川内

-44.0%△ 106135155181201241樋脇

-42.1%△ 83114115101176197入来

-9.7%△ 17158135190157175東郷

-50.0%△ 767690112123152祁答院

-21.7%△ 103627173046里

-100.0%△ 40‐14162440上甑

-64.4%△ 472637455573下甑

-100.0%△ 14‐‐-1014鹿島

児童・生徒数
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⑸ 事業所の推移
入来地域における事業所数は、微減している。
製造業の従業者数は、平成24年から平成28年の間で、

△721人減少（△90.7％）している。

数値:「経済センサスー活動調査」
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入来市全体区 分年
2044,405事業所数総数

H24 2,02140,986従業者数
10245事業所数製造業 7958,674従業者数

1974,334事業所数総数
H28 1,30340,948従業者数

10257事業所数製造業 748,034従業者数
1913,964事業所数総数

R3 1,44544,153従業者数
11241事業所数製造業 758,416従業者数

【
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入来工業団地
Iriki industrial park

富士通インテグレーテッドマイクロテクノロジ
(※）工場跡地 ※      撤退

【 敷地面積 】 １０１，８４７㎡
未分譲面積 ７１，２５７㎡

【
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入来工業団地
Iriki industrial park

【

未分譲 71,257㎡ 分譲済 30,590㎡
（一部手続中）
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【
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遊休公共施設を利⽤したワイナリー事業

【 校 舎 】 ワイナリー、食品加工（コーヒー豆焙煎等）、
カフェコーナーとして利⽤
また、⼀部、テナント事業として利⽤

【体育館】 実業団バドミントン練習場としての利⽤

【 校 庭 】 将来的にブドウの栽培⽤のハウスの整備地として利⽤
【 校 庭︓事業計画変更 】来客者が増加したため、簡易舗装し、

駐⾞場として利⽤

・ 事業箇所 旧朝陽小学校
（ 建物︓2,161.59㎡ ⼟地︓7,152.00㎡ ）

・ 開 所 式 令和５年６⽉５⽇（⽉）
・ 雇⽤計画 新規社員︓正社員２名
・ 地域貢献 校舎内のコミュニティスペースを開放する

（ 名称 ︓ 朝陽ワイナリー ）

【
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遊休公共施設を利⽤したワイナリー事業

令和５年８⽉１０⽇
広報薩摩川内（抜粋）

【
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令和６年６⽉２５⽇
南⽇本新聞記事（抜粋）

川内商工⾼校インテリア科３年生

「 朝陽ワイナリー 」の
ロゴマーク考案

・令和６年６⽉２０⽇ 審査会
（生徒１４作品審査）

➤ 看板、名刺、
ワインラベルなどに活⽤予定

【
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入来デマンド交通
＜ きんかん号 ＞

利⽤者の要望に応じて、基本路線を
中心とした入来地域をジャンボタク
シー等を利⽤して運⾏

【

● 利⽤者数
R5年度
2,635人

● 運⾏開始
H22.7

● 事業内容
副⽥エリア線

５便／⽇
朝陽エリア線

６便／⽇
大馬越エリア線

６便／⽇
八重エリア線

５便／⽇
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【
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【

（ 令和6年2⽉14⽇ 南⽇本新聞記事抜粋 ）
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樋脇川に関するこれまでの事業

（ 令和6年2⽉25⽇ 地元説明会資料抜粋 ）

【
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河道状況（ 河川環境 ）①

（ 令和6年2⽉25⽇ 地元説明会資料抜粋 ）

【
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河道状況（ 河川環境 ）②

（ 令和6年2⽉25⽇ 地元説明会資料抜粋 ）

【
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河川整備の策定 （ 地域の意向の反映 ）

（ 令和6年2⽉25⽇ 地元説明会資料抜粋 ）

【
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護岸の構造（ 入来産石材を採⽤ ）

（ 令和6年2⽉25⽇ 地元説明会資料抜粋 ）

【
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完成イメージ図

【

（ 令和6年2⽉25⽇ 地元説明会資料抜粋 ）
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第３次薩摩川内市総合計画 (案)について

・ 総合的な市政経営を示す最上位計画
・ ⻑期的な展望に⽴ち、市⺠と本市がお互いを尊重しながら、
それぞれの役割と責務を認識し、協働でまちづくりを進めていく
ためのビジョン

・ 令和７年度（2025年度）から令和16年度（2034年度）の10年間

◇ 総合計画の位置付け

◇ 第３次総合計画の期間

基本計画
（前期５年・

後期５年）

基本構想
（10年）

単年度予算
（１年）

実施計画
（３年ローリング）

【
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第３次薩摩川内市総合計画 (案)について
・ 策定に向けて、令和２年度から３年以上かけて準備を進めている。
・ 市民と協働した未来のまちのビジョンとなるように、エリアごとの広聴会

（Ｖトーク）を実施し、地域の声を聴くなどの広聴活動を重ねてきた。

市⺠の声
令和デザイントーク・みらいアドバイザー・

まちづくりデザイン会議・
広聴会（Ｖトーク）・
パブリックコメント等

市⺠評価（アンケート）・
基本業務評価・ＫＰＩ 等

振返り

ＳＤＧｓ・ＣＮ、デジタル活用
人口減少・社会情勢の変化 等

国の動き・トレンド

市議会 ・ 自治総合審議会
代表者の意⾒

反映

第 ３ 次
総合計画案

【

未来のまちの姿
人が 繋 がり 人が 輝 く

安 らぎと 賑 わいのまち 薩摩川内
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【

住み慣れた地域で

住み続けることができるよう

地域の個性を活かした

取組が必要

Ｒ１７年には市の総⼈⼝が 約８万人 まで減少すると予測されている

（令和５年国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所試算）
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■エリア別人口の推計（令和２年から令和17年）
■東部エリア：

樋脇、入来、東郷、祁答院

【
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【

ゾーニング体系

⼈⼝減少・少⼦⾼齢化が進む中、地域ごとに異なる課題を明確化し、
特徴を捉えた施策を展開するために…

▸ 市域を２圏域、６エリア、１３地域、４８地区としてゾーニングする
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【 振興方針 】
多様性に富んだ自然環境を活かした観光の推進と安全・安心で質の⾼い

農畜産物の生産体制の確保

【 2029 ビジョン（2029 年の姿） 】
新たな魅⼒の発信や体験型観光の実施により観光誘客が推進され、持続可

能な経済社会を実現し、本市ならではの地域特性を活かした安全・安心で質
の⾼い農畜産物の生産体制が確保されている。

第３次薩摩川内市総合計画 前期基本計画(案)
ゾ ー ニ ン グ ビ ジ ョ ン

東 部 エ リ ア

【
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商工観光
/建設

農林水産

文化・
スポーツ

コミュニ
ティ

市民/
防災/消防

現状 ・ 課題 エリア振興の方向性

◇地域活動を継続するための担い手不足

◇藺牟田池における特定外来生物の駆除とベッコ
ウトンボの保護が課題

◆（藺牟田池）環境・観光資源としての価値を高め、
地域振興につながる取組を実施

◇水稲、きんかん、ぶどう、茶、野菜、畜産が盛
ん

◆地域特性を活かした安全・安心で質の高い農畜産物
の生産体制確保

◇豊富な観光資源（市比野温泉、武家屋敷群、東
郷文弥節人形浄瑠璃、藺牟田池など）

◆ 「東部区域観光振興ビジョン」に基づく観光資源

の情報発信・磨き上げ、体験型観光等の実施

◇歴史的建造物が多く存在

多種多様な伝統芸能を継続する担い手不足

◆伝統芸能を継承する体制づくりと人材育成

◆自治会に対する必要な支援の展開

地域リーダーの育成

◆交通手段の少ない地域の移動手段確保

◆入来工業団地の企業誘致促進

◇適正な森林整備を推進していく必要

◇地域特性を活かした安全・安心で質の高い農畜
産業の生産振興の発展に取り組む必要

◇ニーズを捉えた新たな魅力の発信等により観光
誘客を推進する必要

◇交通弱者への対策が必要

◆生活環境を維持する取組の実施

◆持続可能な森林経営の推進
◆販路拡大、生産性・付加価値の高い産地づくりの支
援

第３次薩摩川内市総合計画 前期基本計画(案)
東部エリア振興の方向性

【


